
 

《令和５年度 校内マラソン大会 各学年男女１位の結果》 
                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年度  須田小学校だより 令和 5年１１月１７日（金） 
 

須田っ子 第17 号 
学校教育目標「進んで心やからだをすこやかにする子」 ･SU･ ･DA 
 

創立 152 周年目に入りました。 

競り合えること 

                         校長   

 将棋の世界には、「王座・竜王・名人・王位・叡王・棋王・王将・棋聖」の八大タイトルが

あるそうですが、そのタイトルすべてを制覇した藤井聡太さんが、少し前に竜王の防衛戦を

行っていました。相手は、小学３年生の時、全国大会の準決勝で敗れた同学年の伊藤匠七段。

そのとき、よほど悔しかったのか、表彰式でも泣き続けたという話は報道で知っていました。

その竜王戦は、藤井八冠が４勝し、竜王防衛をしました。すべての頂点に立ち、目標は十分に

達成できたと思うのですが、そこで満足せず、もっともっと強くなりたいという姿勢には頭

が下がります。その姿勢には、日夜将棋の研究を続けているライバルたちの存在も大きいの

ではないかと思います。 

 見ている方は、楽しいのですが、実際にプレーしている方は、かなりのプレッシャーだと

思います。しかし、藤井八冠のテレビでの姿を見ていると、大変というよりも楽しんでいる

雰囲気が感じられ、楽しむことの大切さを実感させられます。 

 さて、先日はマラソン大会があり、須田小学校でも名勝負が繰り広げられました。どっち

が先にゴールしたのか分からないほどの接戦もありました。また、もう１位は決まっている

独走状態で満足せず、記録に挑戦する姿も見られました。目標は達成できなかったけど、途

中であきらめずに最後まで走り切る姿勢も見られました。 

 「競り合う」とは、友達ということもありますが、自分の心とも競り合っていることがよく

分かりました。 

 今回のマラソン大会では、「競り合い」で負けてしまい、藤井さんの小学生のときのように、

悔し涙を流した人もいるかもしれません。また、今の藤井八冠のように、来年はもっとと思

っている人もいるかもしれません。どちらでもなく、今年並みにという人もいるかもしれま

せん。どの人も、「競り合う」ためには、そのステージに立たなければなりません。そのため

には、健康が大切。「健康に生活するには」、「自分の調子を一番よくするには」、どんなことを

すればよいのかを普段の生活の中で見付けていってほしいと思います。寒くなってきました。

病気やけがなどせずに、過ごしていってほしいと思います。 

２年女子と３年生男子、６年男子はこのコースの新記録です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１／６（月）加茂市教育委員会学校訪問 

加茂市教育委員会の方々が須田小学校を訪問され、子供たちの学習の様子を参観していかれまし

た。全学年 Chromebook を活用した授業を公開しました。 

１１／７（火）全学年「ダンス教室」 
今年度も文化庁の「文化芸術による子供育成推進事業」を活用して、中澤利彦様、高橋修也様、

宮下茉菜様、山本玲亜様の４名を講師に迎え、ダンス教室を実施しました。「September」という曲

に合わせてダンスをしました。学年が上がるにつれて、難しい動きが入るようになってきました。 

ダンス教室は今月中にあと２回実施する予定です。 

１１／７（火）３年生「クラブ見学」 

３年生は来年度からクラブに参加します。その前に、クラブとはどんなことをしているのかを見

学しました。活動を記録するなどして、来年度からのクラブ活動に期待を膨らませていました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１／８（水）「ひまわり班遊び」 
「いじめ見逃しゼロ」の取組の一つ、ひまわり班遊びを行いました。今回は、４年生が活動を考

え、各班で一緒に遊びました。いい天気になったので、外で鬼ごっこをしているグループがほとん

どでした。ドッジボールをしているグループもありました。 

１１／９（木）「初任者の方々の授業参観」 
今年度新採用の先生たちが、須田小学校の３年生の授業参観にいらっしゃいました。「フラッグフ

ットボール」の授業を公開しました。それぞれのチームで作戦を選び、その作戦がうまくいくかど

うかを試していました。パスが上手に通ったり、壁になって仲間を助けたりする姿が見られました。 

１１／１３，１４（月，火）「ひまわり会との交流」 
１１月１３日（月）には、ひまわり会あいさつ運動が行われました。また、１１月１４日（火）

には、ひまわり会の方々からお手伝いいただき、全校でチューリップの球根植えをしました。その

後、３年生が、ボッチャで交流しました。３年生は、国語でパラリンピックについて学習したこと

を生かして、ルールなどを説明しながら、ゲームを楽しみました。 



 

 

 

 

 いじめ見逃しゼロの取組 

〈１年生〉 

 ☆勇気を出して、「だめだよ」「やめて」と、止める、助ける。 ☆大人に知らせる。 

〈２年生〉 

 ①できるだけ話し合って自分たちで解決する。②言葉遣いを考えて話す（優しく教える） 

〈３年生〉 

 しない 

  ・人が嫌がることは言わない、しない。 

 させない 

  ・ダメなことはダメだと伝える。 ・学年や男女関係なくみんなと遊ぶ。 

〈４年生〉  

 ・「ありがとう」を伝える 目安１日５回以上 

 ・人に感謝されるようなことをする。 目安１日２回以上 

〈５年生〉 

 ・暴力をしない  ・人の気持ちを考えてから言う  ・自分がされて嫌なことはしない 

〈６年生〉 

 ・言葉遣いに気を付けて自分の気持ちを伝えよう、相談しよう 

 ・相手の気持ちを考えて優しく声を掛けよう 

 ・助け合い、感謝の気持ちを大切にしよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１／１４（火）「いじめ見逃しゼロ集会」 
６月に各学年で決めたいじめ見逃しゼロの取組の中間発表を、各学年が工夫して行いました。 

小柳建設株式会社様から加茂市の子供たちのために役

立ててほしいと、今年度も図書カードのご寄付をいただ

きました。平成22年度から、毎年市内小・中学校、幼稚

園・保育園・認定こども園にご寄付を続けていただいて

います。昨年度は、この図書カードを使って、「こまっ

たさんシリーズ おはなしりょうりきょうしつ」（あか

ね書房）を購入しました。今年度も、新しい本を購入し

て、子供たちの読書活動の充実を図っていきたいと思い

ます。 


